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１
は　じ　め　に

　述語動詞の目的節を導くthatの有無に関して，先ず問題にされるのが，目的節の主語，動

詞と目的節の間に挿入される副詞類等である。さらに述語動詞の意味的な種類も関係するとい

われる。

　たとえば動詞thinkは, Hooper （1975）によってweak assertive（弱い断定的述語）と分類

される。この種の動詞は主文の部分をいわば挿入的文にまで格下げし，補文を主たる命題内容

に格上げすると説明される。つまり補文が断定されて，伝達の中心が補文にあるとされるわけ

である。このような補文命題を弱く断定する種類の述語動詞が含まれる文は，補文が主たる命

題になるのがほとんどの場合であり，主文の意味が主たる伝達内容になることは少ない。つま

りこの場合が無標ということになる。ところが主文，補文ともに伝達内容として重要であるこ

とを示し，主文の動詞部分をその語彙的意味通りの意味として強調する場合もでてくる。この

ような場合この有標の読みを形式的に明示化するものが必要となるが，たとえば, did, doな

どの強調語がつくのもその一形式であり，述語動詞のイタリック体表記，副詞類の挿入による

動詞強調もその方法として考えられる。さらにthatの後続もthinkの語義的有標化に関係す

るといわれる。

　ここでは，主文の意味内容が無標的に希薄化される代表例であるl think構文を取り上げて，

動詞の目的語になる名詞節（以後Ｃと略記する）がどのような場合にthatによって先行される

かを，現代英語のコーパスを利用して調べ，明らかになる点をまとめてみることにする。
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2,検索するコーパス

　京都外国語大学（ＫｙｏtｏUniversityof Foreign Studies）のKUFS Corpusは，おそらく日本

ではじめての，現代英語をターゲットとした大規模な英語コーパスである。 1970年以来常に

新たなデータが追加され，現在も継続中である。main corpusとして, 1970年以降の英米の

出版物，約722万語が構築され, sub corpusとして, EarlyModern （1800－1920年頃の英米の

出版物，550万語）と, Middle （1500－1600年頃の英米の出版物，約Ill万語）が構築されている。

　ここでは, KUFS Corpusのmain corpus （以後KUFSと略記する）と，さらに補助的に，

sub corpus のEarlyModern （以後EarlyMと略記する）を調べることにする。 ＫＵＦＳと

EarlyMでは年代があまり離れていないため，通時的視点という観点からの検索には無理が残

るので, EarlyMは補助的コーパスとして，そのコンコーダンスラインを検討することにする。

3.言語処理プログラム

　コンコーダンスプログラムとして, MicroConcord （Scott,M. & T. Johns. 1993. Micro-

Concord. Oxford:OUP.）を使用する。このプログラムは検索対象とするコーパスの大きさにつ

いては制限がないが，抽出できる用例の数には限りがある。使用可能なメモリの状況によって，

通常1,200－1,600ぐらいの用例を抽出できる。京都外大のパソコンでは，大体1,434 －1,515ぐ

らい抽出できる。

4.検 索

　4.1　KUFS

　先ず'I think'を検索する。コーパス検索途中に，抽出した用例数が, 1,434に達すると，

検索は途中で中断される。 KUFSの7,220,608 words のうち2,894,787 words を検索して, I

thinkは1,434例抽出される。この1,434例を，手作業でl thinkに補文が後続する（1 think

C）場合を選択すると, 1,148例とカウントされる。　この選択はかなり機械的に行うことがで

きる。　たとえば, I thinkにピリオドが後続する場合, I thinkの前後にともにカンマかおる

場合, I thinkにｓｏや名詞類が後続する場合，I thinkにof, about等の前置詞が後続する場

合, I think に動詞，助動詞が後続する場合などを一括削除すれば，選択は容易になる。

　KUFSの残りもカウントする。 l thinkは1,371例，I think Cは1,109例得られる。　した

がってＫＵＦＳのl think C は（1,148十1,109 ＝）2,257例となる。
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　次に, 'Ithink that'を検索する。 353例が抽出される。手作業で, I think that Ｃを選択す

る。この選択もかなり機械的に行われる。たとえば, I think that に助動詞，あるいは動詞が

後続するものを削除していく。選択結果は233例となる。

　次に, I thinkに呼びかけ等が後続したあと, that Ｃが後続する場合を抽出する。

MicroConcordでは，次の手順で可能である。SW (search ｗｏｒd)を'I think' とし, I think

の右側５語までにあるthatをCW (context word)として検索する。　この場合を簡単に'I

think(0, 5)that'と表記することにする。 546例が抽出される。　このうち, I think(0, 5)that

Ｃは６例であった。なぜこのような低い数値になるのかというと，このl think(0, 5)thatの

中には, I think that も含まれるので，これらを削除すれば上記の数値になる。そこでKUFS

のl think構文中のthatの含まれる率は次のようになる。

　　l think that Ｃ / l think C＝233 ＋6 ＝239 / 2,257　(10.6％)

　4.2　EarlyM

　先ず'I think'を検索する。EarlyMの5,846,323 words のうち4,112,958 words を検索し

て, I think は1,434例抽出された。このうち, I think C は987例となる。残りも検索すると，

l think は600例抽出され，このうちl think C は461例となる。　したがって, EarlyMでは，

l think C は,（987 ＋461 ＝）1,448例となる。

　l think that は213例抽出され，このうちＣ後続は189例である。

　l think（0, 5）thatは352例で，うちＣ後続は42例である。したがって, EarlyMのl

think構文中, thatの含まれる率は次のようになる。

　　l think that Ｃ / l think C＝189 ＋42 ＝231 / 1,448　（16％）

　ちなみにKUFS, EsrlyMのl thought, l don't think.l didn't think の場合も調べてみる。

その抽出結果を表にすると以下のようになる。

EarlyM KUFS

l think C

　　　　lthink that C

1,448

　231 （16％）

2,257

　239 （10.6％）

I thought C

　　　　　lthought that C

725

　64　（8.8％）

504

　40 （7.9％）

l don't think C

　　　　ldon't think that C

291

32 （10.9％）

376

23 （6.1％）

l didn't think C

　　　　ldidn't think that C

36

O（0％）

24

　2 （8.3％）

この抽出結果から先ず示唆されることは, I think that Ｃのl think Cに対する，およびl

don't think that Ｃのl don't think Ｃに対する割合が, EarlyMからＫＵＦＳになるにっれ下
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がっている点である。これは，現代英語になるほどthatが省略される率が高くなっているこ

とを示している。　以下,KUFSとEarlyMの抽出結果を適宜引用しながら, I thinkにthat

が後続する場合の検討を行うことにする。

５。考　　　察

　5.1　l thinkＣとl think thatＣの比較

　KUFS, EarlyMともに, I think c,l think thatＣのＣに同じような構文がきても，それ

ぞれthatの有・無の例がみられる。

KUFSの場合：

　　　　Mr. Cort i nes issues thinly ve i led threat. "I think that if he wants another chance I

　　　-we' ve never done ａ stat i st i caI　su rvey,but ｌ think that probab I y half of them are

　　　own name. And that' ｓ when ｌ did I ncept ion. I think that that particular per tod was

　　　ｆ money that he could spend to buy my vote. I think that what real I･ｙi s important at
　　　ｅ count r y and do ａ lot of these th i ngs. But ｌ think that when we trave I , both of us,

　　　ate r'ｓ clean. But―maybe I' m dr earni ng-but ｌ thi nk that whe r e there t s　Ii fe, there

　　　　ｕ actua I ! y come up with ideas,・I don' t know.　ｌ thi nk if anyone knew that, they cou I d

　　　　i n the futur e, too, do you think？ 〈Ｓ Drabb I e〉I think p r obabIy there' s ａ Iong way to

　　　　　　ary role i n anyth i ng ｌ do and anyth i ng ｌ say. I think that I S authent i c Chr i stI an i ty．

　　　　　　there were Vi rtua I I y none. 〈Ｓ Br enner〉Hel I, I think what happens i s that. it happens
　　　　　SIaughterhouse ;　It has grown tremendously. I think when we first started, there

EarlyMの場合：

　　　　　　　　　　　　just i fi ed in doing it.　ｌthi nk that if we someth ing over hi s face he

　　　　at the cottage. And now, Watson, I think that, perhaps, we shal I be　　　　　　be
　　　　　　　　not have talked so. And then ｌ think that what he foresaw　happened.
　　　　ａ most charm i ng Iife.　I must say ｌ think that when one goes to ａ foreign count r

　　　ｔ was my idea when ｌ put it in. I think if you cou Id both make　　　　　　it con ven

　　　ｇ
as you meant to in Avonlea.″"! think perhaps　ｌ will　if you wi II come ove r a nd

　　　moment that she i s ' engagedバ" "I think that i s more　than G iovane I Ii expects," s
　　　　dear i y i ove to be r emar kab!e. I thi nk when ｌ grow up I'Ｉｌ be ａ trained nurse a

　5.2　補文の主語

　それぞれのコーパスの, I think that ＣのＣの主語のうち，主文の主語と同一指示的な, T

および, 'we'の割合をカウントする。

EarlyM KUFS

l think thatC の, cの主語がＩ 54/ 231（23.4％） 12/ 239（5％）

l think thatC の, cの主語がwe 28/ 231（12.1％） 11/ 239（4.6％）
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l think that ＣのＣの主語のうち，主文の主語と同一指示的な　Ｔおよび'we'の占める割

合は, KUFSでは極端に減少している。つまり, KUFSではＣの主語がI, weの場合，

EarlyMと比較して, thatが挿入されない傾向にあることを示している。おそらく, I think

that Ｃ のＣの主語が, Iあるいはweの場合，主文と補文の結束作用が緊密になり，主文と補

文のつながりが強くとらえられ, that不要の傾向が強くなったと考えられる。　ということは，

KUFSでは, I think という主文の部分の挿人的な役割が一層濃くなったものと思われる。

　A'にr. のポ晋石マ　■fや包司の笹さふ力丙ソト十ス

KUFS

l think that C l think（0, 5）that C

he

l

it

she

they

we

you

　3

11

20

0

5

11

3

０

１

０

１

０

０

２

53 ４

EarlyM

l think that C l think（0, 5）that C

he

l

it

she

they

we

you

4

50

24

　4

　3

20

18

２

４

４

０

０

８

７

123 25

上記の二つの表をまとめると次のようになる。

EarlyM KUFS

l think that C のＣの主語が代名詞 148/ 231（64.1％） 57/ 239（23.8％）

代名詞以外 83/ 231（35.9％） 182/ 239（76.2％）

KＵＦＳとEarlyMでは, thatにすぐに後続する代名詞とそれ以外の場合が逆転する。つまり

ＫＵＦＳでは，代名詞が後続する場合ではthatが挿入される率が低く，代名詞以外の場合は率

が高くなる。

　理由の一つとしては，一般的に代名詞などのように比較的短い単語の場合は，英語の典型的

な文における重さ配分（weight distribution）の原則，つまり軽い要素は文頭に，重い要素は
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文尾にという原則に合致することになるので，主文，補文の区切りに問題が生じにくくなり，

境界を明示化する必要性も低くなり, that省略がすすんだものと思われる。

　5.3　副詞類

　主文の動詞と補文の主語とのあいだに副詞類が挿入されると，その副詞類がどちらに属する

かを明示するためthatが挿入される，と従来説明されているが，この点を確かめる。

　副詞類をＡと表示すると, I think(that)C構文にこのＡが挿入される形式としては，次の

ような３通りが考えられる。

　①　A(,)I think(that)C　　　　　Ａがl think に前置する場合

　②　l think(,)A ,)(that)C　　　　Ａがl think とＣの間に挿入される場合

　③　l think that,A,C　　　　Ａがl think that に後置する場合

このうち②の形式がthat有無と関係するが, ①, ③もあわせて検討する。

　5.3.1　前置される副詞類

　l think C に前置される副詞類を抽出することにする。 l think Cのコンコーダンスで，左

側をソートし，副詞類を選択すれば結果が得られる。

KUFSの場合:

MicroConcordの'Collocates : 3 to leftof l think' でCollocation listをだすと, I think C

の左側３語にくる語の中で，頻度の高い語は，AND, BUT, THINK, TO, FOR等である。　こ

れらを一括削除していけば, I think C の左側にくる副詞類も比較的楽に選択可能である。

　さらにこれらを，右側の語でソートすると，thatがどの程度の割合で後続するかが分かる。

前置する副詞類は，トータル53例抽出され，そのうちthatが後続する場合は５例である。

ｎ Feb r ua ry 22nd. At that 11 me, ! think that alI　states ceIeb rated　　Wa s
　things. However, politically, I think that the tide tu rned. It tur ned
is own ends. And, ultimately, I think that the Ch I nese spy　is　left at
's what they say, but somet imes ｌ think that ａ vacuum　i s ａ hel I of ａ　lo
ppen sometImes. But honest Iy， I think that the. I think there is ａ ki n

先行語は全て，何らかの意味で'think'という心的活動の範囲，状況を制限したりするような

語であり，かつ必ず先行発話に対して，「それはそれとして，さらに」とか「そうはいうもの

の」というようなニュアンスで付け加えられている。

　しかし同じ様な副詞類が前置されても，常にthatが後続するわけではない，次例はthatが

挿入されていないコンコーダンスラインである。
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ay.　so ．．． At one t ime, ! thi nk you sort of avoi ded video, also.
　in thi s bus i ness. Ultimately, I think consumers are gett ing ａ better ｄ
my own hair. IDELLA: Somet i mes ｌ think you ain't got the sense God gave
ｒ talking to Laur ie. Somet imss ｌ think the flutter　i n her heart i s real
and by about $20，000. Sometimes ｌ think if’s very　frustrat i ng for men ｗ

　gesture
of loathing) Sometimes ｌ think if it wasn't for　you, Ruth, and

ｔ maybe for Hecate.　Someli mes ｌ think pets don' t real Iy care for the ｎ
on' t know, ″I said. "Sometimes ｌ think I'm just　putt i ng i n time. ｜ CO

EarlyMの場合:

l think C の左側３語にくる語の中で，頻度の高い語は, AND, SAID, IT, HE, YESである。

これらを一括削除していけば, I think Ｃの左側にくる副詞類の選択も比較的楽に行える。前

置する副詞類は54例選択され，このうち７例でthatが後続する。

　　　not have ta Iked so. And then ｌ think that what he foresaw　happened.

11 on either　　　　　　side. Now ｌ think that we are　al I　r eady.
ｌ be done by the deI ay. And now ｌ think that ａ few hours' sIeep

ｄ get down aga in!. For my part，　ｌ think that they had better　metamo r pho

　　　　　　　　　　　　　usual.'Sometimes ｌ think that we neve r shal i , '　he ha 5 ans

　　　　　　　　　　　"'"On the contr ary, I think that we have both shown ext r ao r d
der of my I i fet i me！　　　　　Now. I think that, with ａ few missing I i nks,

EarlyMの場合も，話し手が話題の転換をするときに，あるいは先行の話題とは逆，反対のこ

とをいうときにthatが挿入されている。 KUFSと同様，同じ副詞であっても, thatのない場

合も見られる。

　　　　　　　　　　　　　“Onthe contrary. I think we are particularly hot upon the

ht it my duty to d i sappear. Now ｌ think it' s my duty　　　　　　to stop an
hem　as with them. For my part, ! th i nk they are vastly agreeable, provi

d.　　"I　don' t know. SometImes ｌ think I'll be al I　ri ght一一and then ｌ　ｇ

　mixed up i n the dates. StiI I. I think ｌ did fairly　we川today. But ｏ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　"Thenｌ thi nk we had better hear thei r story ａ

　同じような副詞であっても，一方ではthatが挿入され，一方ではthatが挿入されない。た

しかに主文に前置される副詞類は，それが主文を越えて補文を修飾することはないわけである

から，修飾先に関する二義性は生じず, that有無とはあまり関係がないように思われる。　し

かも二つのコーパス間にも目立った差異は見られない。 KUFS, EarlyMともに, that後続例

が, 5 / 53, 7/54と似たような割合になっている。

　ところでこの前置する副詞類は主文の述語動詞を修飾するわけであるから，この点て，

thinkの語義的有標性が示唆されていることになる。　この点については, 5.4.1で再びとりあ

げる。
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　5.3.2　l think と補文の間にくる副詞類

　述語動詞と補文との間に副詞類が挿入される形式としては, Aの前後にともにカンマがあ

る場合, Aの後ろにカンマかおる場合，ともにカンマがない場合の３通りが考えられる。Ａ

の代表例として，ここではlyで終わる副詞類を検索して検討することにする。'SW : l think

CW:＊ly'でコンコーダンスを抽出することができる。

KUFSの場合：

　　　　ssdo to the trip？　　Mr. NIXON：　ｌ thi nk, aotuaI Iy, it's go i ng to help th

　　　　　　　　　　　　　Yes‥. no, but, uh, I think, basically, it sta r t ed　with wed
　　　　ｓas you r mot i f？　　　　　　　　　　ｌ think, basically, it' s-one of the c r af

　　　ei ve　i n to r ece i ve ａ copy. And ｌ think bas i caI !y，it's say i ng, um,　than

　　　　meriti on was, uh, in Japan-一and ｌ think eventuaI ly you' ＩＩ see　the same

　　　　you deal with ａ child. I mean. I thi nk eventua1 ly she' Ｉｌ　get over　haV i n

　　　　oI I u t i 0 n　level　of their cars. ｌ think, gene ra･II y, Japanese consume r s
　　　　ve　in thei r fee I i ngs outwardly, 1 think i nte rnaI Iy　we are f ee i ing each

　　　　ittook ａ Ni xon to eo to China. I think　on I y ａ Democrat can get Congr es

　　　　）;　it'ｓ freedom. Some　dancers, I think, probably i n the beg i nn i ng, th i s
　　　　ca.　"Sure, we've made mistakes. I think probab I y somewhe r e　a I ong the　I i

　　　　too, do you thi nk？　　　　　　　　　ｌ think p robab 1 y there' ｓ ａ I ong way to ｇ

　　　　　whi ch isn't too far away. And　ｌ think p robabIy what Puffin i s most kno
　　　　too, do you think?　　　　　　　　ｌ think probab I y there' ｓ ａ I ong way to ｇ

　　　　ｎyour shop?　　　　　　　　Wei I. I think probably, there were two p i eces

　　　　ntth i ngs at d i fferent　t i mes.　　I think, probab i y, if ｌ had to make ａ de
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ p]

p］

ｌ

ｌ

th ink　if s wide open, and l think reaI Iy, the race　is about the di
think　it' s wide open, and l th i nk really, the race　is about the di
　romant i c reputation, and l thi nk,.rea My, it does go back 150 yea
nn i ng out of ideas, John. I think uItimately　in DO Ii ti CS ideas are

s very romant i c reputation, and ｌ

out runn i ng out of i deas, John. ｜

'CW:＊ly副詞'の場合, that後続例は一例も見つがらなかった。

　ただしl think(0, 5)that C の抽出例の中に次の様な副詞類がみられる。

al I that.　I don' ｔ exact ! y see it that way. I thi nk, f i rst of all, that‥. I think i t' s

bout these f i gures， For r ester dryly noted， "I think i n r et r ospect that Limits to Growth

　　try, Dolly," said Miss Marple. "because　I think perhaps that thi s m i ght be

be I i e ve that she real i y hea r d voices, and ｌ think the moment that she b r ought this

*ly副詞がl thinkに後続する場合，その副詞が主文に属するのか，それとも補文に属するの

かを明示するために，何らかの形式的手段が必要であるが，上記のコンコーダンスからは

that挿入との関係は確認できない，むしろ，カンマの挿入でどちらに属するかが示唆されて

いるといえる。

EarlyMの場合:

l think に後続する＊iyの例はわずか一例しか見つがらなかった。

ｅ st rongest_; and he says and ｌ think quite sensibly, that the Amer ica

l think(0, 5)thatのときには，約半分に呼びかけが挿入されている。　コンコーダンスの一部
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you presently.

　　　　　　　sinisterresu It for C. Weil.
abetted by this　　　　　　　　Serman.

i ng and I i ght i ng his P i pe

　｜

'I

　１

　１

"I

" I

"I

" I

think. Colonel, that you and Watson m i ght

think, Count, that　it wou I d be a s we I I to

think. Doctor, that we may let some
think. Dr. Huχtable, that we will now ret u

think, Ettie, that if you were to leave U5

think, gentlemen,″said Holmes, quietly.

think, Hopkins, that you shou I d 1 ose no t i
think. Inspector,″Holmes remarked, "that

ｒ some moments, and then answered： "I think, Mr. Bob, that what you propose wou I
I and rema ined placid. Looking back, I think now that he <≫asbl ind to everything
ay out of the p ri son of Shador, and ｌ think, once out, that we shal I find no gre
ｙ and is essent i a Ily una ssa i table. I think, therefore, that you deserve to be ｔ
r s are exceed ing!y hard to cut, and ｌ think, upon the who I e,･　that, havIng perfor
ose step　ｌ hear now upon the stair. I think,-Watson, that it wou td

　　　　　　　　　　"Exactly," said Ho Imes.　"I think, you r Grace, that thi s can only

be as

　thinkと補文の間にＡが含まれる構文に関していえば, EarlyMでは, ＊ly副詞は一例しか

見つからず，しかもこの時thatは挿入されている。ところがKUFSになると，多様な副詞類

が見られ，しかもこれらはthat挿入によってその属する先が明示化されているわけではない。

少なくとも＊ly副詞に限っていえば, I think の場合，副詞類とthatの有無の関係は非常に低

いといえる。

　5.3.3　l think that に後続する副詞類

　l think that Ａの場合, Aの修飾先については問題は生じないが，どの程度見られるかを

調べることにする。

KUFSの場合:

　　ter?　wor se? Wei I, I think that certa inly the pove rty i n th
when he fi rst picked　us up. "I think that i ncreas i ngI
one ａ stat i st ioaI　survey, but ｌ think that probab I y ha

ｙ
‐　there' ｓ ａ spe

ｆ of　them are

mer i ca？ Wei I, I think that probab I y what str i kes　1090

　一方EarlyMの場合には該当例は見つがらなかった。 EarlyMの場合，すでに述べたように

thatに後続してすぐに代名詞がくる割合が64％を占めるので，副詞類の挿入は少ないと見当

をつけることができるが，結局は一例も見つからなかった。

　KUFS, EarlyMともに, thatにＡが後続する構文はかなり低い割合になる。もちろんＣを

修飾する副詞類が使用されないわけではなく，この時はthat無しの構文となる。

　5.3.4　1とthinkの間にくる副詞類

　5.3.1でとりあげたＡ(,)l think(that)Cの場合と同様，主文の方にかかる副詞類の含まれ

る形式, I A think(that)Cを検索してみる。 I A think(that)Cの場合，これは, I think…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－69－
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構文の場合と別個に取り扱わなければいけない。というのもＩとthinkの間に副詞類が入るこ

とにより，すでにthinkの語義的意味が有標化されているからである。したがってすでに有

標化ずみであるので，必ずしも区切りのthatを必要としないと考えられる。この点は, 5､3.1

の場合と同様に考えられる。

KUFSの場合:

I A thinkの例は61例あるが，そのうち, that後続例は16例である。 that後続例の高い代

表例として, reallyのコンコーダンスラインを引用する。

iful　reading. They' r e just　menus.・So I

much. I　really, in my heart of hearts, I

１　say won' t make much d i fference. But ｌ

ｓ does not have adequate readi ng i n it, I
　to start wi th ａ tota I ly new game.　And ｌ

Idn' t have a sked　if. ‥　don' t yel I. but ｌ

ｇ it if there, are no p i ani sts. And　so　ｌ

ｅ for the deveIopment of new ideas. And ｌ
ovakI a, not remember who you saw 。，．　ｌ

that wh i t e peop I e won' t be　interested. ｜

Irish ei rI－a "greenhornダ　MRS. MILLER：　ｌ

　think that　if－ if　you see Ji I Sander, I

　understand, I do. But I.‥(chuckles）I

real I y thi nk it' s　i n the receiver's s e

r ea目ｙ think that we　must have conse r

rea I ly th i nk that when we have reports
rea I I y th ink that　just gett i ng the ki

real I y think that Japan can stake out

real I y think that　ah, i may be pregna
rea ! I y think that there are many s i m i I

real I y think that that d i ffe rence com

rea i I y think the answe r　is, I eve! wi th

rea I ly th ink they' r e underestimating ｔ
rea I I y think you better put on the liE

real I y think you w i目　not think i mmed i

rea I I y think　you' re supposed to come

EarlyMの場合:

I A think の例は72例あるが，そのうち, that後続例は13例である。代表例として, really

のコンコーダンスラインを引用する。

ven Davy has been aImost we!i-behaved.
ｕ know ａ great deal mor e than ｌ do. ″　″
　　　″If she had offered to come aboard

es, and she　iooked just Iike
ａ seraph．

ｄ here i s　　　　　　the thi rd cartr i dge.
ｒ she i s no good for ａ boy'ｓ piaymate.
the iemon juice did any good？″　'Yes,
　to be i one 1y wi thout you this wi nter.
　Iong breath of re Ii ef, ″especia Ily as

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

Ｉ
Ｉ

ｙ with the fi er cest myst i f!cat ion;　but ｌ
ｙ tree.　Enough, you know the spec i es.　｜

r ea
r ea

r ea

r ea

ly thi nk he　i s　improv i ng ａ great
ly thi nk ｌ know ａ great deal一一for
ly thi nk ｌ wou I d have tried　to sh
ly thi nk　r’d Iike to be ａ mini ste
ly think, Inspector Martin, that ｏreal I y think, Inspector Martin, that ｏ

rea I I y thi nk it　wou I d be better to le

rea I I y think it did," said D i ana cr i t i
real I y thi nk if’s entr anc i ng to have

rea I ly thi nk Mary Joe w i目　I i sten to ｒ

rea ! ＼y thi nk Mrs MacNab p r ef e r s her ow

rea I I y think my　itni tat i on of Dickens'

Paul with ａ s igh and ａ meditat ive ai r ″｜real 1y thi nk porr i dge wi II be the dea
ｈ young ladies expect ａ man to do. But
son," said ａ we I I－known vo i ce．

feet I ongi ng for ａ breath of fresh air.

　　　　　　　　　"What　arewe here for at al I？

Ｉ

‐
－

｜

rea Ily thi nk that you had better ．notｍ
rea Ily thi nk that you ≫i11 be mor e CO
rea I I y thi nk that ｌ
rea I fy th i nk that you m i ght

i s pe r secut ton does not arise from him. I res Ily thi nk that we may

　　　　　shou I

treat us

　　　　　　e I i m

up with cook i es and ｈ。ｔ　choc。late, and ｌ rea I I y thi nk the men en j oyed it as muc
to remembe r ｆ。ｒ。ur woods ｃ。mp。sit ion. I reaI Iy thi nk the woods are just a s　!ov

　the state of the i r　Iowe r cI asses ; and　ｌ rea I I y think there i s no deny 1 ng Alfre

ga i nst the nearest wal I.　　　　　　　("I ．reaI Iy thi nk this must be ａ man !″ wa

ｈ within us we can have it outs i de, snd ｌ rea I I y think we see it　　　　　　and fe
nd i n the　　　　　　　　　dead man' ｓ hand. I reaI ly think we have enough to EO befo

ｔ tel I how it will be," said she.。"But ｌ rea I ly think we may suit one another

ything, for your sake, dear Cous in; for ｌ rea I I y think you are the I oveI i est cr
i ss Ophe i i a　with him i nto the par lor／″! rea I ly think you can make someth i ng ｏ

ri ghtバMadame Mer le aud i b i y reflected, "i rea目ｙ think　　　　　you wish to

or writing all thi s.　ｌ don' t mean that ｌ　rea I ly think you' ｌｌ be ａ "joy of the
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ちなみにthinkがdoあるいはdidで強調されている構文においても，常にthatが後続する

わけではないという点が確かめられる。

KUFSの場合：

　　　　　Look.　□ve just finis hed p I ay i ng and ｌ

　　　　　ws, spo rts, and ot he r usua I TV fodder. I
　　　uld kill himseIf?　　CHRISTOPHER DARDEN：　｜

　　　ing to let thems elves 。‥　　　　　　　　　１

　didn' t think about her not I iking Mia. I

e.　　I'ｄ better come back another　day. Ｉ

　　So are you． GARDINER： Yes, sir. But ｌ
utt i ng stuff ( n the soil. SANDERSHEIM:　１

″　　　I hardly think he does this, but ｌ

ou not i ced　how strange he jS？　JUDITH:　｜
ｎ and east coast Amer i ca．　　　　　　But ｌ

t, than you can get free from it. But ｌ

　　with the idea of marr i age at all, and ｌ
5e　I' ve been thinking about that. But

ESCHHOUHER, Josephthal Lyon ＆Ross: But

ent,　of peopIe, goods and serV i ces.　But

Id from ａ目　gIobaI threats to mank i nd.

see someth i ng I ike Watergate again. But

　of our d i ffer ent cu i tu ra i ｅχperi ences.
or you.　CHRISTY: Thank you. PRESCOTT：

nam.　I was very s I ow i n com I ng ai'ound.
, can we commun i cate，　　　Yeah, well.

ar.　　If’s her s i xth schooI，you　know.

ｐ si ened photos of Sitt ing Bui I.　But

estra i n Kerscif) Mr Hale. (He turns. ）

ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ

ヽ
―
・
Ｉ
・
Ｉ
‘
―
‘
―
○
○
○
○
○
○
心
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｔ
ｔ
ｔ
ｔ

nk ｌ saw that Labrador of your
nk "Ko jak" overdubbed with ａ Ja
nk that he wou I d kill　himself.
nk that ａ few years a^o:　I'm no
think that, we II, she i s the adop
think ａ word i n conf i dence might be
think he ought to be told‥. RATCL
think he' s ri ght. you know: fI owers
think he' s go i ng to　w in －－on bala
think he' s ａ Iittle bit odd, but he
think it trans Iates to othe r cu 11ur
think it' s ext rerne-　ly di fficult ｔ
thi nk it' s ａ very positive　　th ing.
think that somebody's go ing to come
think that they sti II need to add re
think that we have ａ comp'lete ! y new
think that no more technical　trick
think that the Iran－contra and B. C
think that we are i n tune　in the ｈ
think the timing is ａ Iittle ironic
think the ’60s i s ａ determ jnant dec
thi nk those are al I concer ns. 'cau
thi nk you shou I d cons i der 一一”
thi nk you shou I d pause before spurn
thi nk you are suspect i ng me somewha

l did thinkの場合は, 5例中３例, I do thinkの場合は，

る。

20例中６例にthatが後続してい

EarlyMの場合：

　　　ｗshe did not come to fetch me. though ｌ did think ｌ cou I d make her follow me ｗ

　　　　　　　　　"It'ｓ true it wa s an odd way. but ｌ did think she was trying to

　　　　there wa s no one to cope with him. But ｌ did think that ｌ had put　　　　　　　　ｔ

　　　　iI led the　cat ful I　of Pa In－k i ! 1er, and ｌ did thi nk the c r et ur wou i d　tear the ｈ

　　　　,quite i ost　i n aston i shment.　　"Well, I DID think this p i ace seemed too t i dy.

　　　　ngabout?" as ked the other.　　　'Well, I did thi nk you' ｄ know the Spots, said
　　　　teII igibIe　to everybody, everywhere." "I do think, Augustine, you are so i r r e V

　　　　arM e一一ｉwr ot e　this I etter to tel I you ｌ do thi nk God has f0 r g i ven my s i ns　& h

　　　　rother　left ever yth i ng sadly　i nvoIved. I do think he must have been sent for ab
　　　　to see Nat Goodw in," said Mrs. Vance.　'I d。think　he i s the jo I I i est actor.

　　　ome back again;　so ｌ sa i d to Sir John, I do think ｌ hear ａ ca r rI age; perhaps　i t

　　　ome togethe r and talked th i ngs ove r,　"I do think it i s such ａ pity Anne i s　Ie
　　　ea, I was so de! i ghted to hea r　it: and ｌ do think it wa s the r i ng　that set me

　　　　to do ａ ki ndness to poor Mr. Ferrars, I do think it i 5 not worth while to wa it

　　　　IbertBIythe　wa s just spI end id.　Anne, I do think it' ｓ awf u I mean the way you
　　　　ounts, a!most brokenhearted, at Oxford.'I do think," she　continued, "nothing ｗ

　　　　m,　Ihave to send Percy to extract it. ｌ do think that he　in i ght see me as the

　　　　ｔ　deli oate when ｌ’ve got so many. But ｌ do think that writing　take－not i ces up

　　　　nothi ng to say,″she repli ed.　　"Then ｌ do thi nk you must be ａ r ea I　North Wi nd
　　　's all, ―just to see you get ea rnest.　ｌ do thi nk you are desperately, distress

　　　d－－yes,* suppiemented D i amond.　　'How, I do thi nk you must be stup i d, my.　dear"

　　　rden, lying i n the g 1amor　of sunset.　　″I do thi nk you have the I ove1 i e st p I ace
　　　　ａI ooked as　if she were ready to cry. ″t do think you' r e mean. What shal I　ｌ
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l did think の場合は, 6例中１例, I do think の場合は，17例中２例である。

　いずれも, thinkの語義的意味を有標化した構文であるが，すでに副詞類（really）あるい

はdid, doでthinkを強調しているため，必ずしもthat挿入で有標化する必要はないと考え

られる。

　5.4　I think that Ｃに先行する語

KUFSの場合:

l think that Ｃは233例あったが，このコンコーダンスの左側をソートし，左側がピリオドで

終わっている場合（言い換えれば, Iが文頭語になる場合）,あるいは左側が呼びかけ語等である

場合を削除する。残った語（101例）を調べると, I think that Ｃの先行語として, andが40

例, becauseが５例, butが17例, soが５例, wellが８例, but-andが１例, thoughが１

例, well,but however, andに副詞が後続する場合が５例, so thatが２例となる。つまり，

101例中84例（83％）が，何らかの形で，話し手が，先行発話にたたみかけて意見を述べたり，

あるいは先行発話の内容とは逆，あるいは反対の事を, I think構文で述べようとするときに，

thatが後続していることになる。つまりこのような条件の場合, thinkの語義的意味を有標

化する必要がでてくることになるが，これを示唆するためにthatが挿入されたと考えられる。

　この点は, I think that Ｃに先行する語が副詞類のときにすでに述べたように，副詞類のみ

が先行するときにはthatが含まれず，副詞類に更にHowever, And, butなどの語が先行する

ときにthatが後続していたこととも符合する。

　さらにこの先行語で検索したコンコーダンスの中に見られる一つの特徴として，動詞think

の繰り返しがある。

　ｄget their votes. I think that －ｌ think that Johnson, in t ime will be respecte
　　DANROSTENKOWSKI： Oh, I think - I think that Bill Cli nton - there was ａ differ
HRISTOPHER DARDEN:　ｌ thi nk that －ｌ think that as ａ i awye r and ａ pr osecuto r, of
　HRISTOPHER DARDEN:　ｌ think that －ｌ think that if you cock your fi nger the right
　ir quest i on at all. I think that- ｌ think that, you know, the quest i on of whethe
thi nk that Barry Scheok, I think- ｌ think that he has some compass i on for these

このコンコーダンスラインからも分かるように，thinkを繰り返すことにより，この動詞の語

義的意味の有標化をおこなっているが，この場合にもthatが挿入されている。この点を

EarlyMで検索してみる。

EarlyMの場合：

先行語の中には, and 16例, but 8例, on the contrary 1 例, however 1例, now 3例，

then 1例, well 3例が含まれ，これらを合計すると, 33例（67例中）となりその割合は49％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－72－
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となる。

　EarlyMに比べてＫＵＦＳにおいては, thatの語義的意味が有標化される割合が増えている

が，このことはthat挿入そのものがかなり有標になっていることを示している。

６
ま　　と　　め

　l think（that）Cという弱い断定的述語を伴った文で，主文が挿人的に読まれるときは，文

の主断定は補文中に置かれる。主文は，話し手が補文中で断定された命題に対してどんな態度

を持つかを知らせるのに役立つ。 l thinkの部分は，聞き手に対して，話し手が補文命題が真

であることについて，軽く控えめにしているか，あるいは少なくとも，命題が絶対的真を述べ

たものでないことを知らせている。

　ちなみに，形式的にl thinkの挿人的用法が明示化されている場合の数をＫＵＦＳでカウン

トしてみると, 222－280となる。　l thinkの含まれる文のうち, I thinkが文尾にくる場合

（67例）, I think にカンマが後続する場合（213例）,さらにこのうちl think の前後に共にカン

マがくる場合（155例）などを抽出すると，大体の数（l thinkの後ろにカンマがあるときは必ずし

も，挿入的な用法であるとは限らない）が得られる（67十（155～213））。

　極端にいえばl thinkはあってもなくてもよい部分であるが，時には主文も補文と同様に重

要であると述べたいとき，主文の部分を何らかの形で有標化する必要がある。したがって，こ

のl thinkが意味的に有標的に使用され, thinkの語義的意味が強調される必要があるときに

は，形式的に, A l think, I A think,l think A 等の副詞類の挿入で，述語動詞または主文の

部分を修飾したり，あるいは述語動詞をイタリック体表記をしたり，あるいはdo,did等の強

調語を挿入することにより可能である。しかしながらこの場合，必ずしもthatが後続するわ

けではない。すでにコンコーダンスラインから読んだように，副詞類の挿入される時には，そ

の修飾先を明示するために, thatの後続ではなく，カンマの使用のほうがよくみられること

が明らかになった。

　l thinkの場合, thatの後続は，特に先行発話に対する当該の発話の有標性を示すときに，

つまり，先行発話に畳み掛けて述べるときや，反対や逆のことを述べるときにおこる。「私は

このように考える」という，まさにこの点を明示するときに, that挿入が行われていること

が多いことになる。つまりthat挿入は, I think の語義的有標化の一つの手段としてとらえる

ことができる。 EarlyMと比べたときに, KUFSではthat挿入そのものが有標化の傾向にあ

るわけであるから，その機能もかなり制限されてきているといえる。

-
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